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2022～2023 年度西部地協青年女性委員会新役員体制

委 員 長 大畑 孝介 (JA しまね労)    委 員 花田 真菜 (大田市職労) 
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力強いご支援をよろしくお願いいたします。
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西部地協は、2022 年 2 月 19 日（土）に、浜田市の「浜田

ニューキャッスルホテル」にて、2022 春季生活闘争の皮切り

として、春闘の取り組みの共有化を図ることを目的として、

30 名参加の下「春闘研修会」を開催しました。

当日の研修会は、コロナ禍の中、昨年同様、参加人数の縮

小・開催時間の短縮などの安全対策を講じ開催しました。

 研修では、連合島根副事務局長の「青木 政史」氏から「連

合島根 2022 春闘方針ポイントと課題」と題して、①島根県に

おける情勢と課題、②第 8回生活アンケート調査結果、③2022
春闘の意義とスタンス④2022 春闘の取り組みに向けた基盤

整備、そして①企業の状況、②雇用環境、③賃金の動向など

の状況から求められる春闘の意義と目的、さらには、具体的

な要求内容として①定昇プラス引き上げ分 4％や要求額

9,300 円の具体的要求基準の考え方、そして、「すべての労働

者の立場に立った働き方」の見直しやジェンダー平等・多様

性の観点からの雇用環境の整備に向けた対応、36 協定の対

応、「同一労働同一賃金」への対応など、連合島根の春闘方針

の考え方について詳しく説明を受けました。

連合島根は、今期春闘の前哨戦として 35 回目を迎える島根

県経営者協会との定期懇談会を 2022 年 2 月 17 日（月）に松

江市の「サンラポーむらくも」で開催した。

 冒頭、連合島根成相会長から「連合島根は 2022 春闘で月

例賃金にこだわった賃金引上げとすべての労働者の立場に立

った働き方の見直しを進める」とし、経済の安定には個人消

費拡大が重要、そのためには「人への投資」を図ることが必

要だ、地域活性化、働き方の改革に向け経営者側の前向きな

対応を要請した。

 それに対して、経営者協会の久保田会長からは、連合の要

請の趣旨や必要性について個人消費の活性化を通じた経済の

好循環実現につなげるために賃上げの必要性は理解をする

が、一律的なベアの検討ではなく、雇用の継続を大前提とし

て、賃上げが可能な企業の積極的な賃上げと処遇改善してい

くことは重要だと考えているとの見解が示された。また、政

府の政策に対し中小企業が一律に賃上げができる環境をつく

るための政策も求め、加えて、サプライチェーン全体として

の取引価格の適正化や地方の企業も今後大きな産業構造の転

換など政府の手厚い支援が必要などの意見もあった。その他

個別経営者からは人手不足や技能の伝承、労務単価、公正な

取引、働き方改革に関する課題などが述べられた。


